
4 A 身の回りにあるコン
ピュータを用いた計
測・制御の機器につ
いて生活場面から複
数あげ，調べようとし
ている。

B 身の回りにあるコン
ピュータを用いた計
測・制御の機器につ
いて調べようとしてい
る。

生活や産業の中で，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが
組み込まれている製品に関心を
持ち，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀがどのような働きを
しているのか考えることができる。

●技術の生活へ
の影響を感じ取る
力

○日常生活とコ
ンピュータのか
かわり

指導
要領

B(1)ｱ

○評価時期
◇評価方法

題材名
時
数

題材の目標 評価規準の具体例
教科で身に付ける

考える力

生活や技

術につい

ての知

識・理解
評価規準

生活の技

能

月

評価の観点
生活や技

術への感

心・意

欲・態度

生活を工

夫し創造

する能力指導項目

（１）コンピュー
タを用いたプロ
グラムに関心を
もち，身の回り
で見られる計
測・制御につい
て調べようとし
ている。

○

日常生活
とコン
ピュータ

2 ○１～２／２時
◇観察法（作業観察）
◇自己評価（自己評価
表）

○生活課題（技術と環境・エネルギー・資源など）を主体的に捉え、学習課題解決方法を考え、行程を見通しながら、自主的に学習に取り組むことができる生徒
○学びを広げ、学習内容を総合的に捉えながら、豊かな生活をめざして、創意工夫し実践していくことができる生徒

技術・家庭科で身に付ける考える力
●技術の生活への影響を感じ取る力
●技術と環境・エネルギー・資源との関係に気づく力
●製作(制作)品の特徴を捉える力
●知識・技能レベルを捉える力
●課題解決のための適切な技術や情報を選択する力
●予測をたて試行する力
●作業効率を考え計画を立てる力
●豊かな生活の創造のために技術を活用する力
●製作(制作)構想を正確に表現する力
●使用目的や使用条件に即して適切に製作(制作)する力
●創意・工夫を凝らした製作(制作)品を創造する力

技術・家庭科（技術分野）　　　　年間指導・評価計画　　　　【３年】

生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通して，生活と技術との関わりについて理解を深め，進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。
技術・家庭科目標

目指す生徒像　（３年）



5 A 簡単なプログラムの
作成手順について
理解し，プログラムの
流れを図や文で説
明できる。

B 簡単なプログラムの
作成手順について
理解している。

A センサやインタ
フェースの役割とプ
ログラムとの関係を
含め，簡単な計測・
制御の構成要素に
関する知識を身につ

B 簡単な計測・制御の
構成要素に関する
知識を身につけてい

6 A サンプルをもとに，組
み替えて２つ以上の
簡単なプログラムの
編集・作成ができる。

7 B サンプルをもとに，簡
単なプログラムの編
集・作成ができる。

A サンプルプログラム
を用いて，課題を解
決するために，より効
率のよいプログラミン
グができるように情
報処理の手順を工
夫している。

B サンプルプログラム
を用いて，課題を解
決するために，情報
処理の手順を工夫し
ている。

○センサを使っ
た制御システム
の仕組み
・プルグラム言
語の機能
・プログラムの作
成

B(6)ｱ

B(6)ｲ○制御システム
に目的の動作を
させるための手
順
・仕事の流れ
・フローチャート
のかき方
・制御のしくみ

●予測をたて試行
する力
●作業効率を考え
計画を立てる力

作業効率を考え計
画を立てる力

（２）計測・制御
にかかわる課題
を設定し，その
課題解決のた
めにプログラム
の手順を工夫し
創造している。

コンピュータを
用いた簡単な
プログラムの作
成，及び計測・
制御ができる。

○

●課題解決のため
の適切な技術や情
報を選択する力
●製作(制作)品の
特徴を捉える力

プログラム
の役割と
機能

2

5 ﾀｯﾁｾﾝｻやIRｾﾝｻを使って，走行
型ロボットを動かすことができる。

○１／２時
◇作品法（フローチャート
の点検）

○２／２時
◇テスト法（確認テスト）

○

○

○

プログラム
の作成

プログラムの役割と機能を知り，目
的の動作をさせるための手順を表
示することができる。

簡単なプログラ
ムの作成に関
する知識を身に
つけ，コン
ピュータを用い
た計測・制御の
仕組みについ
て理解してい
る。

○１～２／５時
◇作品法（プログラム点
検）

○３～５／５時
◇作品法（ワークシート点
検）
◇自己評価（自己評価
表）



9 A コンピュータを働か
せるプログラムに関
心を持ち，その役割
とその機能について
生活に実現可能か
どうかを考えようとし
ている。10 B コンピュータを働か
せるプログラムに関
心を持ち，その役割
とその機能について
考えようとしている。

11 A コンピュータを用い
て制御システムの制
御を行い，プログラ
ムの問題点を修正す
ることができる。

12 B コンピュータを用い
て制御システムを制
御をすることができ
る。

A コンピュータを用い
て目的に応じた計
測・制御の方法を分
析した結果をもとに
改善しようと工夫して
いる。

B コンピュータを用い
て目的に応じた計
測・制御の方法を工
夫している。

A 課題に応じて複数の
方法を考えながらフ
ローチャートを作成
しようとしている。

B 課題に応じてひとつ
のフローチャートを
作成しようとしてい
る。

計測・制御にか
かわる課題を設
定し，その課題
解決のために
プログラムの手
順を工夫し創
造している。

計測・制御にか
かわる課題を設
定し，その課題
解決のために
プログラムの手
順を工夫し創
造している。

○第４／７時（１種類），７
／７時（２種類）◇作品法
（ワークシート点検）
◇課題解決型ワー
クシート（ワーク
シート点検）

○２／７時（１種類），５／７
時（２種類）
◇観察法（ワークシート作
業）自己評価（自己評価
表）

生活にい
かす制御
システム

1

2

2

1

ｾﾝｻを使った２種類の制御ｼｽﾃﾑ
を動かすことができる。（１種類の
制御ｼｽﾃﾑにかける学習活動が４
時間で，２種類の制御システムに
取り組むので合計８時間の学習
活動）

○センサを使っ
た制御システム
・制御テーマの
設定
・制御テーマの
仕事の流れ
・制御テーマの
プログラムの作
成
・制御テーマの
プログラムの工
夫

B(6)ｱ

B(6)
イ

B(1)ｱ ●技術の生活へ
の影響を感じ取る
力

●製作(制作)構想
を正確に表現する
力
●知識・技能レベ
ルを捉える力

コンピュータを
用いたプログラ
ムに関心をも
ち，身の回りで
見られる計測・
制御について
調べようとして
いる。

コンピュータを
用いた簡単な
プログラムの作
成，及び計測・
制御ができる。

●創意・工夫を凝
らした製作(制作)
品を創造する力
●作業効率を考え
計画を立てる力

●製作(制作)構想
を正確に表現する
力
●使用目的や使
用条件に即して適
切に製作(制作)す
る力 ○

○

○１／７時
◇観察法（作業観察）
◇自己評価（自己評価
表）

○３／７時（１種類），６／７
時（２種類）
◇作品法（プログラム点
検）

○

○



1 A 課題を解決するため
のプログラミングにつ
いて理解し，試行後
に問題があれば原
因をあげ，効率のよ
い最適な方法での
対処法を説明でき
る。

B 課題を解決するため
のプログラミングにつ
いて理解し，試行後
に問題があれば原
因を説明できる。

1B(6)ｱ 簡単なプログラ
ムの作成に関
する知識を身に
つけ，コン
ピュータを用い
た計測・制御の
仕組みについ
て理解してい
る。

●豊かな生活の創
造のために技術を
活用する力

○

○第４／７時（１種類），７
／７時（２種類）
◇観察法（ワークシート点
検）


